
学校推薦型選抜（公募）Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期（A方式・B方式）および一般選抜〔前期日程・後期日程〕における「英語」科目受験者
下表に該当する英語関連の資格をお持ちの方は、出願時に「合格証明書（コピー）」または「スコア（コピー）」を提出することにより、下表の得点とみなし、
試験日当日の英語得点と比較して高い方の得点で合否判定します。
下表以外の資格やスコアについては、出願期間開始日の2週間前までに入試・広報部までお問い合わせください。

適用対象

ケンブリッジ 120 130 140 160 180
実用英語技能検定（S-CBT含む） 準2級 準2級プラス 2級 準1級 1級

GTEC® CBT 680 770 930 1180 1350
IELTS™ 3.0 3.5 4.0 5.5 7.0
TEAP® 135 195 225 309 375
TEAP CBT 235 320 420 600 800
TOEFL iBT® 35 38 42 72 95
TOEIC® L&R 460 500 600 730 930

TOEIC® Bridge L&R 60 75 84 － －

学校推薦型選抜（公募）
A方式・B方式
上限50点

30点 35点 40点 50点

一般選抜
〔前期日程・後期日程〕

上限100点
60点 70点 80点 100点

対象となる英語資格一覧

面接試験を伴う入試種別の場合 1

「英語インテンシブプログラム」
出願は実用英語技能検定準2級以上の取得者またはそれと同等の能力があると本学が認めた者が対象です。出願（AOはエントリー）時に「英語
インテンシブプログラム」を選択し、本学所定用紙（ダウンロード）の「インテンシブ志望理由書」と「合格証明書（コピー）」を必ず提出してください。
実用英語技能検定は「デジタル証明書」での提出も可能です。
なお、「日本語と英語による面談・面接」を実施します。
また、英語インテンシブプログラムについては入学後の学科オリエンテーション時にも申込みができます（5～10名程度）。
「中国語インテンシブプログラム」
出願（AOはエントリー）時に「中国語インテンシブプログラム」を選択し、本学所定用紙（ダウンロード）の「インテンシブ志望理由書」を必ず提出
してください。
※「中国語インテンシブプログラム」では、入学後半年間の準備期間を経て、本学が定める基準を満たした者のみ本プログラムの継続受講が許可
されます。
国際コミュニケーション学科／国際観光学科「インテンシブプログラム（英語・中国語）」の合否
①合否判定は面談・面接および出願書類を参考に総合判定します。
②「インテンシブプログラム（英語・中国語）」の合否判定は、国際教養学部の各学科における合否判定とは別に行うため、「インテンシブプログラム
（英語・中国語）」の判定が不合格であっても、志望する各学科の一般生として合格することもあります。
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総合型選抜（AO）、特定地域特別選抜、帰国生徒・渡日生徒特別選抜、社会人特別選抜、ファミリー特別選抜、スポーツ・吹奏楽特別選抜、
専門・総合学科特別選抜、学校推薦型選抜（公募）C方式（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）、一般選抜（ラストチャレンジ日程）

「インテンシブプログラム（英語・中国語）」
インターネット出願時に「英語インテンシブプログラム」または「中国語インテンシブプログラム」を選択し、本学所定用紙（ダウンロード）の
「インテンシブ志望理由書」を必ず提出してください。
なお、英語インテンシブプログラムについては入学後の学科オリエンテーション時にも申込みができます（5～10名程度）。
※ 「中国語インテンシブプログラム」では、入学後半年間の準備期間を経て、本学が定める基準を満たした者のみ本プログラムの継続受講が許可
されます。
国際コミュニケーション学科／国際観光学科「インテンシブプログラム（英語・中国語）」の合否
①「英語インテンシブプログラム」の合否判定は、基礎学力調査の「英語」および出願書類を参考に総合判定します。
②「中国語インテンシブプログラム」の合否判定は、基礎学力調査および出願書類を参考に総合判定します。
③「インテンシブプログラム（英語・中国語）」の合否判定は、国際教養学部の各学科における合否判定とは別に行うため、「インテンシブプログラム
（英語・中国語）」の判定が不合格であっても、志望する各学科の一般生として合格することもあります。
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学校推薦型選抜（公募）A方式・B方式（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）、一般選抜前期日程・後期日程

大学：国際教養学部（国際コミュニケーション学科／国際観光学科）インテンシブプログラム（英語・中国語）受験方法

学科試験を伴う入試種別の場合 2

－08－

英語外部試験利用入試制度（大学・短期大学部：全学部・学科・コース共通）


